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   The patient was a 61-year-old woman with bladder cancer presenting in stage pT3a, No, Mo, 
T.C.C. (GIII)>S.C.C. Following total cystectomy and one course of cisplatin, adriamycin, cyclo-
phosphamide (CAP) as adjuvant chemotherapy, she was started on futraful and uracil (UFT) at 
a dose of 4 capsules daily and placed on observation. Since she complained of olfactory anesthesia 
at 2 months of treatment, the dosage of UFT was reduced to 2 capsules daily and the drug was 
withdrawn after another 2 months of treatment. With the detection of lung metastases one month 
later UFT was resumed at a dose of 2 capsules daily. At 4 months of resumed treatment the 
foci of metastasis completely disappeared. She has since shown a complete remission by small 
dosage of UFT (2 capsules daily) for 12 months or more. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 37: 541-544, 1991)


















主 訴 二無症 候 性 肉眼 血 尿
既 往 歴 ・家 族 歴:特 記す る こ とな し
現 病 歴=1988年7月6日,無 症 候 性 肉眼 血 尿 が 出 現
した た め 近 医 を受 診 し,尿 細 胞診 で異 常 を 指 摘 され た
が そ れ 以 上 の精 査 を うけ ぬ ま まに してい た.同 年9月
13日再 び 肉眼 的 血 尿 が 出現 した た め,9月14日 横 浜 南
共 済病 院 泌尿 器 科 を 受 診 した.膀 胱 鏡検 査 で 左 側 壁 に
超 栂指 頭 大,広 基 性 乳 頭 状 の 主 腫瘍 とこれ に 近 接 す る
2個 の ア ズ キ大 の 副 腫 瘍 を 認 め た 。1988年9月26日入
院 した.
入院 時 現 症:体 重4Llkg,身 長143.7cm.体 温
36・6℃.脈拍80/分,緊 張 良 好,整.血 圧154/86
mmHg.胸 腹 部 理 学 所 見 に 異 常 を 認 め ず,両 腎 を触
知 しな か つた.











レ線検査成績;胸 部 レ線所見 で左下肺野に小石灰化
を認めるも転移を示唆する所見を認めなかった・IVP
で両側腎孟,腎 杯,尿 管像に異常を認めず,膀 胱像で
膀胱左壁の陰影欠損を認めた.膀 胱造影でも同様の所




















































再 びUFT2cap/1≡1の投 与 を 開 始 し経 過 観 察 を 続 け
た.1989年12月9日 の 胸 部 レ線 で 右 中 肺 野 の陰 影 は
15x15mmへ 縮 小 を示 し,1990年2月22日 の胸 部 レ
線,胸 部 断 層 で両 肺 野 の 転移 巣 は 完 全消 失 して いた
(Fig・3).1990年3月22日の 胸部CTで は右 肺 野 の

















































































































61歳,女 子 の 膀 胱 癌(T・C・C・(GIII)>S.C.C.,
pT3a,NO,MO)の膀 胱 全 摘 出術 後,補 助 化 学療 法 と
してCAP療 法1コ ース施 行 後,uFT4cap/日 投 与
に て経 過 観 察 した.投 与2ヵ 月 目にめ まい,嗅 覚低 下
の 訴 え あ り,UFT2cap/日 に 減量 し,さ らに2ヵ 月
後 投 与 を 中 止 した.そ の 後1ヵ 月 して両 肺 転 移 巣 が発
見 され,UFT2cap/日 の 少 量投 与 を再 開 し,再 投 与
4ヵ 月 目に 肺 転移 巣は 完 全 消 失 した.以 後12ヵ月以 上
完 全 寛 解 状 態 を維 持 して い る.
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